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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口金部にアマルガム部が設けられた蛍光灯ランプと、この蛍光灯ランプのランプ部を取
り囲んで配設される反射板とを備えてなる照明器具において、
　蛍光灯ランプのアマルガム部近傍には空気流通可能な開口部を設けないと共に、器体の
鉛直方向の上方を除くアマルガム部から離れた部位の器体の外郭に空気流通可能な開口部
を配設し、
　前記空気流通可能な開口部を、器体本体の反射鏡部によって区画されたランプ室に設け
ると共に、前記開口部には、該開口部を流通する空気流をランプへ直接当てないようにす
るための空気流方向制御手段を設けたことを特徴とする天井埋込型蛍光灯照明器具。
【請求項２】
　器体本体の蛍光灯取り付け部近傍に放熱フィンを設けると共に、前記開口部は少なくと
も前記放熱フィンの基部近傍に位置していることを特徴とする請求項１に記載の天井埋込
型蛍光灯照明器具。
【請求項３】
　器体本体の反射鏡部に前記開口部を設けると共に、蛍光灯取り付け部から遠い側の前記
開口部周縁から蛍光灯取り付け部側へ向って蛍光灯の管軸にほぼ沿う壁部を設けたことを
特徴とする請求項１に記載の天井埋込型蛍光灯照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、照明器具に関し、特に、アマルガムタイプの片口金型蛍光灯ランプを用いた
照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　照明器具には消費電力の低減が可能な片口金型蛍光灯ランプ（以下、蛍光灯ランプとい
う）を用いて構成されたものがある。図２０は、このような照明器具の一例である天井埋
込型蛍光灯照明器具（以下、照明器具という）を示す。照明器具は、蛍光灯ランプ１と、
これのランプ部１ａを取り囲んで配設された反射板２、つまり、一端面２１がほぼ閉塞さ
れ、かつ、他端２２が開放されたテーパ形状を有する反射板２と、安定器６が装着される
天板８と、フレーム９等によって構成されている。反射板２のほぼ閉塞された一端面２１
には、蛍光灯ランプ１の口金部１ｂを挿通させるランプ挿入孔３が形成されており、ラン
プ挿入孔３を挿通されて反射板２の裏面側へと突出された蛍光灯ランプ１の口金部１ｂは
天板８に取り付けられているソケット４に差し込まれて連結されている。蛍光灯ランプ１
、反射板２、天板８及びフレーム９は、天井９０に形成されている穴９０ａから天井裏に
埋設され、室内側に位置する反射板２の他端２２には枠１０が装着されている。
【０００３】
　このような照明器具に装着される蛍光灯ランプ１にあっては、ランプ特性の決定要因が
異なる２種類のタイプが存在しており、その１つは最冷点の温度によりランプ特性が決定
されるノーマルタイプ、他の１つは水銀蒸気供給源であるアマルガムの温度によりランプ
特性が決定されるアマルガムタイプである。そして、アマルガムタイプの蛍光灯ランプ１
は、ノーマルタイプのものに比して、より広い温度範囲で最適となる特性を保ち、特に、
高温域での特性が良好となる特徴を有している。
【０００４】
　ところで、蛍光灯ランプ１がアマルガムタイプである場合、そのランプ特性決定部とし
てのアマルガム部５は、口金部１ｂに設けられているのが一般的である。なお、近年にお
いては、蛍光灯ランプ１の更なる小型化が要望されているが、このような小型化を実現す
るに際しては、点灯中のランプ周囲温度が上昇し、かつ、水銀蒸気圧が高くなり過ぎて発
光効率が悪くなることを防止する必要があるため、ノーマルタイプよりも高温域での特性
が良好なアマルガムタイプの蛍光灯ランプ１の方が多用されつつあるのが実状である。
【０００５】
　アマルガムタイプの照明器具においては、空気流によりアマルガム部５に急激な温度変
化が生じることを防止することを目的としてアマルガム部５の近傍に流量低減手段を設け
たものが知られている（例えば、特許文献１参照）。これは、プレナムリターン等の空調
方式により強制的な対流が生じる場合や室外に設置されて外気流が蛍光灯ランプに吹き付
ける場合において、アマルガム部５の周辺を流れる空気流（対流Ｃ）によってアマルガム
部５に急激な温度変化が生じることを防止するためのものである。
【特許文献１】特開２００３－２７２４３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、ホール、パチンコ施設、美容院等は室内の換気量は多い。通常、室内の換気
をするために吸気と排気が行われているが、上記ホール等においては、吸気と排気のバラ
ンスが崩れることがあり、これに伴って以下に示すような現象が発生する。例えば、吸気
量より排気量が多くなると、天井裏より室内の気圧が低くなり、天井裏から室内に向って
空気流が流入して器具内部に対流Ｃが発生する。その場合、特に冬場の天井裏の温度の低
い空気流によりアマルガム部５の付近に開口部を備える照明器具のアマルガム部５が急激
に冷却されるために、著しい照度低下が発生する。
【０００７】
　上記特許文献１に示された器具は、空調された室内の空気であって光源で暖められた空
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気流が室内から天井裏の方向にアマルガム部５の近傍を通過するように構成されているの
で、上述した天井裏から室内に流入した低温の空気流も器具内部に流入し易い傾向にある
。そこで、上記特許文献１に示された器具は、流量低減手段によってアマルガム部５の近
傍を通過する空気量を低減するように構成されている。しかしながら、冬季に強力な換気
がなされる環境においては、それだけでは十分な流量低減効果が期待できず、光源からの
輻射熱よりも器具内部の対流Ｃによって失う熱の方が大きくなり、アマルガム部５が急激
に冷却されて、著しい照度低下が発生する。
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、アマルガムタイプの蛍光灯
ランプを備えているにも拘わらず、天井裏から室内への空気流が発生しても照度低下が生
じることを未然に防止できる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、口金部にアマルガム部が設けられた蛍光
灯ランプと、この蛍光灯ランプのランプ部を取り囲んで配設される反射板とを備えてなる
天井埋込型蛍光灯照明器具において、蛍光灯ランプのアマルガム部近傍には空気流通可能
な開口部を設けないと共に、器体の鉛直方向の上方を除くアマルガム部から離れた部位の
器体の外郭に空気流通可能な開口部を配設し、空気流通可能な開口部を、器体本体の反射
鏡部によって区画されたランプ室に設けると共に、開口部には、該開口部を流通する空気
流をランプへ直接当てないようにするための空気流方向制御手段を設けたものである。
【００１２】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の天井埋込型蛍光灯照明器具において、器体本体の
蛍光灯取り付け部近傍に放熱フィンを設けると共に、開口部は少なくとも放熱フィンの基
部近傍に位置しているものである。
【００１３】
　請求項３の発明は、請求項１に記載の天井埋込型蛍光灯照明器具において、器体本体の
反射鏡部に開口部を設けると共に、蛍光灯取り付け部から遠い側の開口部周縁から蛍光灯
取り付け部側へ向って蛍光灯の管軸にほぼ沿う壁部を設けたものである。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１の発明によれば、アマルガム部近傍には空気流通可能な開口部を設けないと共
に、器体の鉛直方向の上方を除くアマルガム部から離れた部位の器体の外郭に空気流通可
能な開口部を配設しているので、天井裏から室内へ空気が流入して器具内部に対流が発生
する環境でも、低温の空気流はアマルガム部から離れた位置を通過する。これにより、ア
マルガム部が急激に冷却されることが防止され、著しい照度低下が発生することを防止す
ることができる。また、器具内に対流が発生しても、直接ランプに空気流が当たらないよ
うに空気流方向制御手段を設けているので、ランプが対流により急激に冷却され、著しい
照度低下が発生することを防止することができる。
【００１８】
　請求項２の発明によれば、器体本体の蛍光灯取り付け部近傍に放熱フィンを設けている
ので、器具内に対流が発生しないときであっても、ランプの口金部を効果的に放熱するこ
とが可能である。一方、器具内に対流が発生するときには、放熱フィンの間を通過する空
気流が放熱フィンによって予め暖められるので、ランプが空気流によって急激に冷却され
、著しい照度低下が発生することを防止することを防止できる。
【００１９】
　請求項３の発明によれば、開口部周縁に設けた壁部によって器具内部を対流する空気流
の方向が蛍光灯の管軸にほぼ沿うように制御されるので、ランプが対流により急激に冷却
され、著しい照度低下が発生することを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
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本発明の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具について図面を参照して説明する。
（実施形態１）
　図１は実施形態１に係る蛍光灯ランプ１が鉛直に配置された縦型の照明器具を示し、図
２は、この照明器具に装着可能な蛍光灯ランプ１の具体例として４本管、６本管及び８本
管の蛍光灯ランプ１１，１２，１３を示す。この照明器具は、アマルガムタイプの蛍光灯
ランプ１と、これの周囲に配設された反射板２と、安定器６が装着される天板８と、フレ
ーム９等によって構成されている。
【００２２】
　蛍光灯ランプ１（１１，１２，１３）は、内面に蛍光物質が形成されたランプ部１ａと
、ソケット４に装着される口金部１ｂと、２つのフィラメント部１ｃと、水銀蒸気供給源
であるアマルガム部５等によって構成されている。フィラメント部１ｃ及びアマルガム部
５は、口金部１ｂの近傍に設けられている。
【００２３】
　反射板２は、その一端面（図１では上端）２１がほぼ閉塞され、かつ、その他端（図１
では下端）２２が開放されたテーパ形状を有している。反射板２の一端面２１には、蛍光
灯ランプ１の口金部１ｂを裏面側へと向って突出させるランプ挿入孔３が形成されており
、このランプ挿入孔３から反射板２の裏面側へと突出された蛍光灯ランプ１の口金部１ｂ
は、ソケット４を介して天板８に連結されている。反射板２の他端２２の周縁部には枠１
０が装着されている。枠１０は、その一部がフレーム９と反射板２の隙間に挿入され、ね
じ（図示せず）等によってフレーム９に固定されている。枠１０とフレーム９に設けられ
ている固定金具１５とによって天井９０を上下から挟むことにより、照明器具が天井の穴
９０ａに固定される。
【００２４】
　反射板２には、反射板２によって区画されたランプ室２ａの内外において空気流通可能
な放熱穴（開口部）２３が形成されている。放熱穴２３は、蛍光灯ランプ１によって加熱
された空気を天井裏に放出し、蛍光灯ランプ１の過熱を防止する。放熱穴２３は、アマル
ガム部５に対して鉛直方向の上方を除く位置であって、かつ、空気が流通することによっ
てアマルガム部５の温度が急激に変化しない程度にアマルガム部５から離れた位置に設け
られている。
【００２５】
　天板８には、口金部１ｂに外接する共に、先端に形成された当接部１２ａにおいて反射
板２のランプ挿入孔３に内接し、反射板２を支持する支持部材１２と、ソケット４及び口
金部１ｂを被う風防部品として機能する口金カバー７とが装着されている。天板８、口金
カバー７及び反射板２の一端面２１によって、口金部１ｂの近傍（アマルガム部５の近傍
）はほぼ密閉状態なるように囲まれている。
【００２６】
　上記構成の照明器具においては、アマルガム部５に対して鉛直方向の上方を除く離れた
位置に放熱穴２３を位置させているので、天井裏の低温の空気流（対流Ｃ）は反射板２の
外側から放熱穴２３を通過して反射板２の内側すなわち室内側に流れ込み、アマルガム部
５の近傍を通過しない。従って、アマルガム部５の温度は天井裏から流入した低温の空気
流の影響を受けることがなくなり、アマルガム部５が急激に冷却されることが防止され、
著しい照度低下の発生を防止することができる。
【００２７】
（実施形態２）
　図３は実施形態２に係る蛍光灯ランプ１が水平に配置された横型の照明器具を示し、図
４はこの照明器具に用いられている反射板２０の構造を示す。この照明器具では、蛍光灯
ランプ１を横向きに支持するために、ソケット４及び口金カバー７が天板８に横向きに装
着されている。反射板２０は、蛍光灯ランプ１の口金部１ｂを外方へ向って突出させるラ
ンプ挿入孔２４と、天井裏と室内との間で空気を流通させる放熱穴２５とを有し、支持部
材２６によって天板８から所定の隙間を隔てた位置に支持されている。ランプ挿入孔２４
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は反射板２０の側面に形成され、放熱穴２５は反射板２の上端面２７であって、かつ、空
気が流通することによってアマルガム部５の温度が急激に変化しない程度にアマルガム部
５から離れた位置に設けられている。
【００２８】
　上記構成の照明器具においては、実施形態１と同様に、アマルガム部５に対して離れた
位置に放熱穴２５を位置させているので、アマルガム部５の温度は天井裏から流入した低
温の空気流（対流Ｃ）の影響を受けることがない。これにより、アマルガム部５が急激に
冷却されることが防止され、著しい照度低下の発生を防止することができる。
【００２９】
（実施形態３）
　図５は実施形態３に係る照明器具を示し、図６はこの照明器具に用いられている反射板
２の他端２２と枠１０の構造を示す。この照明器具は、上述実施形態１とは、反射板２に
形成されている放熱穴２８（実施形態１では放熱穴２３に相当）の位置が相違している。
反射板２の他端２２、すなわち反射面の先端は、反射板２の径方向に外向きに延出されて
枠１０と当接する鍔部２９が形成されている。放熱穴２８は鍔部２９に複数個、周方向に
所定の間隔を隔てて形成されている。
【００３０】
　上記構成の照明器具においては、反射板２によって区画されたランプ室２ａの外に放熱
穴２８が設けられていることになり、天井裏から流入した低温の空気流（対流Ｃ）が、ア
マルガム部５の近傍を通過することなく、ランプ室２ａの外に設けられた放熱穴２８を通
過して室内に流入する。これにより、ランプ室２ａの内に低温の空気が流入することがな
くなり、蛍光灯ランプ１が急激に冷却されることが防止され、著しい照度低下が発生する
ことを防止することができる。
【００３１】
（実施形態４）
　図７は実施形態４に係る照明器具を示し、図８はこの照明器具に用いられている反射板
２の他端２２と枠３０の構造を示す。この照明器具は、放熱穴３１が反射板２には形成さ
れておらず枠３０に形成されている点において、上述実施形態３と相違している。枠３０
は断面がほぼＬ字状に形成されており、その外縁部３２は天井９０と当接するように天井
９０の側に延出されている。この枠３０は、例えば、フレーム９に形成された長穴９５に
挿通されるねじ（図示せず）によってフレーム９に取り付けられている。放熱穴３１は枠
３０の外縁部３２に複数個、周方向に所定の間隔を隔てて形成されている。フレーム９は
、固定金具１５（図７（ｂ）参照）によって天井９０に所定の隙間を隔てて固定されてお
り、枠３０の本体３３も天井９０の下面から所定の間隔（外縁部３２の高さ寸法に相当す
る距離）を隔てるようにその高さ位置が調整されている。従って、天井裏の空気は、対流
Ｃで示すように、天井９０とフレーム９との隙間、天井９０と反射板２との隙間及び天井
９０と枠３０の本体３３との隙間を通過して、放熱穴３１から室内に流入可能になる。
【００３２】
　上記構成の照明器具においては、実施形態３と同様に、反射板２によって区画されたラ
ンプ室２ａの外に放熱穴３１が設けられていることになる。これにより、ランプ室２ａの
内に低温の空気が流入することがなくなり、蛍光灯ランプ１が急激に冷却されることが防
止され、著しい照度低下が発生することを防止することができる。
【００３３】
　（実施形態５）
　図９は実施形態５に係る照明器具を示し、図１０はこの照明器具に用いられている口金
カバー４０の構造を示している。この照明器具は、４本の蛍光灯ランプ１を鉛直に装着可
能となるように構成されている。４本の蛍光灯ランプ１は２行２列に並べて配置され、こ
れらを被うように反射板２が形成されている。反射板２には、上述実施形態１と同等の複
数個の放熱穴２３が周方向にほぼ全周に亘って形成されている。口金カバー４０は、各蛍
光灯ランプ１の口金部１ｂを筒状に被う筒部４１と、反射板２の上部を被うように形成さ
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れたベース部４２と、反射板２の放熱穴２３に対応する位置に形成された放熱穴（図１０
中ハッチングによって示した部分）４３と、放熱穴４３の周縁から反射板２の上方（口金
部１ｂ側）に向って形成された壁部（空気流方向制御部）４４を有している。
【００３４】
　壁部４４は、放熱穴４３の口金部１ｂから遠い側の周縁から口金部１ｂ側へ向って、蛍
光灯ランプ１の管軸にほぼ沿うように（管軸に対してほぼ平行に）設けられている。また
、口金カバー４０の下端に対する壁部４４の上端の高さ寸法Ｂは、口金カバー４０の下端
に対する放熱穴４３の上端縁の高さ寸法Ａよりも大きくなるように形成されている。これ
により、天井裏から室内に流入する空気流（対流Ｃ）は、壁部４４に対してほぼ平行な方
向に、すなわち蛍光灯ランプ１の管軸に沿うように整流されて放熱穴４３，２３を通過す
るようになり、蛍光灯ランプ１に低温の空気流が直接当たらないようにすることができる
。
【００３５】
　上記構成の照明器具においては、蛍光灯ランプ１に空気流が直接当たらないように空気
流の方向を制御する壁部４４を設けているので、天井裏から室内に低温の空気が流入し、
器具内に対流Ｃが発生したときであっても、蛍光灯ランプ１が低温の空気により急激に冷
却されることが防止され、著しい照度低下が発生することを防止することができる。
【００３６】
（実施形態６）
　図１１は実施形態６に係る照明器具を示す。この照明器具は、口金カバー４０に設けら
れた壁部４４が放熱穴４３の周縁から下方（口金部１ｂとは反対方向）に向って形成され
ている点で、上述実施形態５とは相違している。ここで、壁部４４の下端に対する上端の
高さ寸法Ｂ’は、放熱穴４３の下端に対する壁部４４の上端の高さ寸法Ａ’よりも大きく
なるように形成されている。これにより、実施形態５と同様に、天井裏から室内に流入し
て放熱穴４３，２３を通過した空気流（対流Ｃ）は、壁部４４に対してほぼ平行な方向に
、すなわち蛍光灯ランプ１の管軸に沿うように整流されるようになり、蛍光灯ランプ１に
低温の空気流が直接当たらないようにすることができる。
【００３７】
　上記構成の照明器具においては、蛍光灯ランプ１に空気流が直接当たらないように空気
流の方向を制御する壁部４４を設けているので、実施形態５と同等の効果を得ることがで
きる。
【００３８】
（実施形態７）
　図１２は実施形態７に係る照明器具を示し、図１３はこの照明器具に用いられている口
金カバー４６の構造を示す。この照明器具は、口金カバー４６の各筒部４７の近傍に口金
部１ｂの熱を放出するための放熱フィン４８が形成されている点で上述実施形態５とは相
違する。放熱穴４３及び壁部４４は放熱フィン４８の基部４８ａの近傍に配設されている
。従って、天井裏の低温の空気は、放熱フィン４８の間を通過する際に予め暖められた後
、壁部４４によって整流され、放熱穴４３，２３を通過して室内に流入する。なお、壁部
４４及び放熱穴４３に関しては、実施形態５と同等であるので、その説明を省略する。
【００３９】
　上記構成の照明器具においては、口金部１ｂの近傍に放熱フィン４８を設けているので
、器具内に対流Ｃが発生しないときであっても、蛍光灯ランプ１の口金部１ｂを効果的に
放熱することができ、アマルガム部５の温度を適温に保つことができる。一方、器具内に
対流Ｃが発生するときには、放熱フィン４８の間を通過する空気流が放熱フィン４８によ
って予め暖められるので、蛍光灯ランプ１が空気流によって急激に冷却されることが防止
され、著しい照度低下が発生することを防止することができる。
【００４０】
（実施形態８）
　図１４は実施形態８に係る照明器具を示し、図１５，１６はこの照明器具に用いられて
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いる反射板５０の放熱穴５１の周辺の構造を示す。この照明器具は、放熱穴５１の近傍に
矢印Ｅ方向にスライド移動して放熱穴５１を図１５に示す連通状態又は図１６に示す遮蔽
状態に開閉し得るスライド金具５２を有している点で、上述実施形態１とは相違する。
【００４１】
　スライド金具５２は、反射板５０の放熱穴５１に対応する放熱穴５３がほぼ中央部に形
成された板状の金具であり、放熱穴５１の上下に設けられている２つの支持部材５４によ
って反射板５０の内面側において矢印Ｅ方向にスライド移動自在に支持されている。
【００４２】
　スライド金具５２の両端に設けられている起立部５５を操作することによってスライド
金具５２がスライド移動され、空気の流路が開閉される。例えば、強力な換気を行なわな
いときには、蛍光灯ランプ１の温度を適温に保つために、図１５に示すように、スライド
金具５２を下端まで降下させて放熱穴５１，５３を連通状態とする。一方、強力な換気に
よって天井裏から室内に大量の空気が流入し、アマルガム部５の温度が急激に低下しそう
なときには、図１６に示すように、スライド金具５２を上端に位置させて放熱穴５１を遮
蔽状態とする。
【００４３】
　上記構成の照明器具においては、矢印Ｅ方向に移動自在なスライド金具５２によって放
熱穴５１を開閉自在に構成しているので、使用環境に応じて放熱穴５１を開閉することに
より、天井裏から室内に流入する空気を制限することができる。これにより、蛍光灯ラン
プ１の温度の上昇又は下降を制御して、ランプ１を適温に保つことができる。
【００４４】
（実施形態９）
　図１７は実施形態９に係る照明器具を示し、図１８，１９はこの照明器具に用いられて
いる反射板６０の放熱穴６１の周辺の構造を示している。この照明器具は、スライド金具
６２がリング状に形成され、その移動方向が矢印Ｆで示される蛍光灯ランプ１の管軸に垂
直な方向である点で上述実施形態８とは相違する。また、反射板６０の一端面６３の近傍
部は、アマルガム部５からの管軸に垂直な方向に距離を離すために、実施形態８と比べて
より大径化されており、この近傍部に放熱穴６１が形成されると共に、スライド金具６２
が装着される。スライド金具６２は、放熱穴６１に対応する放熱穴６４を有し、反射板６
０の内面側にスライド移動自在に装着されている。
【００４５】
　スライド金具６２を蛍光灯ランプ１の管軸を中心として反射板６０の内面に沿って矢印
Ｆ１方向に回転させることにより、放熱穴６１が図１８に示す連通状態から、図１９に示
す遮蔽状態に移行し、天井裏から室内に流入する空気を制限することができる。なお、ス
ライド金具６２は手動により駆動される形態であってもよいし、電磁的な駆動装置により
駆動される形態であっても構わない。
【００４６】
　上記構成の照明器具においては、蛍光灯ランプ１の管軸に垂直な方向に移動自在なスラ
イド金具６２によって放熱穴６１を開閉自在に構成しているので、実施形態８と同等の効
果を得ることができる。
【００４７】
　なお、本発明は上記実施形態の構成に限られることなく種々の変形が可能である。例え
ば、放熱穴２３等をはじめとするアマルガム部５の温度低下を防止するための構成は、ノ
ーマルタイプの照明にも適用することができる。この場合においては、蛍光灯ランプの最
冷点から離れた位置に放熱穴２３等を配設すれば、上記実施形態と同等の効果が期待でき
る。また、実施形態３乃至９に係る構成は、横型の照明器具にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】（ａ）は本発明の第１の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す
正面図、（ｂ）は同右側面図。
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【図２】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は同照明器具に装着される４本管蛍光灯ランプの左側面
図、同正面、同右側面図、（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）は同照明器具に装着される６本管蛍光
灯ランプの左側面図、同正面、同右側面図、（ｇ）、（ｈ）、（ｉ）は同照明器具に装着
される８本管蛍光灯ランプの左側面図、同正面、同右側面図。
【図３】（ａ）は本発明の第２の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す
平面図、（ｂ）は同正面図。
【図４】（ａ）は同照明器具に用いられる反射板の構造を示す平面図、（ｂ）は同正面図
。
【図５】（ａ）は本発明の第３の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す
正面図、（ｂ）は同右側面図。
【図６】（ａ）は同照明器具に用いられる反射板及び枠の構造を示す断面図、（ｂ）は同
底面図。
【図７】（ａ）は本発明の第４の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す
正面図、（ｂ）は同右側面図。
【図８】同照明器具に用いられる反射板及び枠の構造を示す断面図。
【図９】（ａ）は本発明の第５の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す
平面図、（ｂ）は同正面図。
【図１０】（ａ）は同照明器具に用いられる口金カバーの構造を示す平面図、（ｂ）は同
正面図。
【図１１】本発明の第６の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す正面図
。
【図１２】本発明の第７の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す正面図
。
【図１３】（ａ）は同照明器具に用いられる口金カバーの構造を示す平面図、（ｂ）は同
正面図。
【図１４】（ａ）は本発明の第８の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示
す正面図、（ｂ）は同右側面図。
【図１５】（ａ）は放熱穴が連通された状態におけるスライド金具を示す正面図、（ｂ）
は同状態におけるスライド金具及び反射板を示す断面図。
【図１６】（ａ）は放熱穴が遮蔽された状態におけるスライド金具を示す正面図、（ｂ）
は同状態におけるスライド金具及び反射板を示す断面図。
【図１７】（ａ）は本発明の第９の実施形態に係る天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示
す正面図、（ｂ）は同右側面図。
【図１８】（ａ）は放熱穴が連通された状態におけるスライド金具を示す正面図、（ｂ）
は同状態におけるスライド金具及び反射板を示す断面図。
【図１９】（ａ）は放熱穴が遮蔽された状態におけるスライド金具を示す正面図、（ｂ）
は同状態におけるスライド金具及び反射板を示す断面図。
【図２０】（ａ）は従来の天井埋込型蛍光灯照明器具の構造を示す正面図、（ｂ）は同右
側面図。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　蛍光灯ランプ
　１ｂ　　口金部
　２　　反射板（反射鏡部）
　５　　アマルガム部
　２３　　放熱穴（開口部）
　４４　　壁部（空気流方向制御手段）
　４８　　放熱フィン



(9) JP 4333375 B2 2009.9.16

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 4333375 B2 2009.9.16

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(11) JP 4333375 B2 2009.9.16

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】



(12) JP 4333375 B2 2009.9.16

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(13) JP 4333375 B2 2009.9.16

10

フロントページの続き

    審査官  下原　浩嗣

(56)参考文献  特開平０６－３３３４０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－１０２２１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１５５５０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－００６３９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０２－０１６５１８（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２１Ｖ　　２９／００　　　　
              Ｆ２１Ｓ　　　８／０２　　　　
              Ｆ２１Ｙ　１０３／０２５　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

